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改
選
前
に
引
き
続
き
、
広

報
広
聴
委
員
と
し
て
、
市
議

会
だ
よ
り
の
紙
面
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。先
般
、島
根
県
市
町
村
議

会
広
報
研
修
会
に
参
加
し
、

議
会
広
報
に
つ
い
て
、
講
師

よ
り
様
々
助
言
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。特
に
、「
広
報
の
目

的
は
、
情
報
を
正
し
く
届
け

る
手
段
」で
あ
り
、市
民
が
知

り
た
い
こ
と
に
対
し
て
、「
伝

わ
る
」
工
夫
を
す
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。文
字
の
書
体

に
つ
い
て
も
、
全
て
の
人
へ

配
慮
し
た
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
を

使
う
な
ど
、
市
民
の
知
り
た

い
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
ま

と
め
、
手
に
取
っ
て
い
た
だ

け
る
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。今
後
の「
市
議
会
だ
よ
り

お
お
だ
」
に
ご
注
目
く
だ
さ

い
。（
こ
の
編
集
後
記
の
本
文

は
Ｕ
Ｄ
新
丸
ゴ
シ
ッ
ク
体
を

使
用
し
て
い
ま
す
）

（
石
田
洋
治
）

委
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長 
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柿
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編
集
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おでかけトーク開催します
大 田 市 議 会

　大田市議会では「まちづくり」をテーマにグループに分かれて意見交換する、「おでか
けトーク」を開催します。
　よりよい大田市になるよう、市民の皆さんと情報を共有していきたいと考えていま
す。お誘いあわせのうえ、ご都合のよい会場へご参加ください。お待ちしています。

人数の把握のため、お電話にて議会事務局まで
申し込みをお願いします。

大田市議会事務局
　　TEL0854-83-8137 

※申込〆切：10/28㈮

： 11/6㈰ 市民会館2階会議室
： 11/6㈰ 長久まちづくりセンター
： 11/13㈰ 仁万まちづくりセンター

各会場とも　時間:10:00～11:30　定員25名程度

テーマは「まちづくり」
大田会場大田会場

長久会場長久会場

仁摩会場仁摩会場

表
紙
の
写
真
　
　

三
瓶
町
の
風
景（
伊
藤
康
浩
議
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撮
影
）
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瓶
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風
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康
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議
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～
朝
日
を
受
け
、雲
か
ら
顔
を
出
す
三
瓶
山
。

　
　
い
つ
ま
で
も
こ
の
美
し
い
風
景
が
続
い
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す
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2022.10.20 （2）おおだ市議会だより2022.10.20（3） おおだ市議会だより

一般会計
補正予算
（第5号）

一般会計
補正予算
（第5号） 補正額                                      3億9,022万円補正額                                      3億9,022万円補正額                                      3億9,022万円補正額                                      3億9,022万円

令和4年度一般会計補正予算（第4号）令和4年度一般会計補正予算（第4号）令和4年度一般会計補正予算（第4号）令和4年度一般会計補正予算（第4号）
9,156万円9,156万円9,156万円9,156万円

 （一般会計総額　２42億9，784万円） （一般会計総額　２42億9，784万円） （一般会計総額　２42億9，784万円） （一般会計総額　２42億9，784万円）

7月27日
開催

9月定例市議会

7月臨時市議会

9月定例市議会は、令和4年9月2日（金）～28日（水）までの
会期で開催され、上程された議案について慎重に審議した
結果、全議案とも原案どおり可決しました。

主 な補 正 内容

新型コロナウイルス感染症
対策事業 1,012万円
救急活動及び応急手当普及啓発活動に
おいて、新型コロナウイルス感染防止
対策を強化するために必要な資器材を
整備

【
修
正
可
決
】
　
　
　

▼
地
方
に
お
け
る
鉄
道
政
策
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】
　
　
　

▼
畜
産
飼
料
の
高
騰
に
か
か
る
経
営
安
定
対
策
の
強
化

に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

大田市中小企業等経営持続支援金
給付事業 8,860万円
新型コロナウイルス感染症及び物価高騰等
の影響により厳しい経営環境に置かれてい
る事業者の負担を軽減し、事業の継続と経
営安定化を支援するため、支援金を給付

令和2年度に発生した地すべり災害に
ついて、2か年にわたる測量設計が完了
したため、被災した公共土木施設の復
旧工事等を実施

大屋町　木舟角折線の被害

校舎等施設改修事業
1,898万円

電気設備の修繕及び、小中学校の特別
教室（主に音楽室）へエアコンを設置

健康で快適に学習できる環境整備

全
会
一
致

現年土木災害復旧事業
1億2,180万円

議
員
提
出
議
案

【
同
意
】
　
　
　

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

　
現
委
員
で
あ
る
木
村
貴
子
氏
の
任
期
が
本
年
11
月

28
日
満
了
の
た
め
、
岩
谷
律
子
氏
を
新
た
に
任
命
す
る

こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。任
期
は
4

年
で
す
。

【
異
議
な
く
同
意
】
　
　
　

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と

　
現
委
員
で
あ
る
松
浦
英
篤
氏
、
龍
文
子
氏
、
大
谷
久

夫
氏
の
任
期
が
本
年
6
月
30
日
満
了
の
た
め
、
髙
野
明

日
菜
氏（
久
手
町
）、月
森
美
帆
氏（
静
間
町
）及
び
岩
根

礼
子
氏（
仁
摩
町
）を
新
た
に
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て

意
見
を
求
め
た
も
の
で
す
。任
期
は
3
年
で
す
。

人
事
案
件

全
会
一
致

畜産経営持続支援事業
9,156万円

新型コロナウイルス感染症の影響や昨今の
国際情勢等により飼料価格が高騰する中、経
営継続に取り組む畜産農家を緊急的に支援

協
議
の
場
の
設
置

◆
設
置
の
目
的

　議
会
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
際
し
、取
扱
い
基

準
案
の
検
討
・
作
成
、導
入
後
の
運
営
、検
証
等
。

◎
石
田
　洋
治 

　○
小
川
　和
也
　

　根
冝
　和
之 

　
　亀
谷
　優
子
　

　柿
田
　賢
次 

　
　伊
藤
　康
浩
　

（
◎
会
長

　○
副
会
長
）

●
議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入・運
営
協
議
会（
6
名
）

応急手当普及啓発等資器材（成人用人形）
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令和3年度決算審査全会計認定する令和3年度決算審査全会計認定する令和3年度決算審査全会計認定する令和3年度決算審査全会計認定する
●公営企業会計決算審査
　特別委員会
　　　  ※◎委員長　○副委員長
◎月森　和弘　　○森山　幸太
　石橋　秀利　　　松村　信之
　小川　和也　　　胡摩田弘孝
　宮脇　康郎　　　柿田　賢次

●一般・特別会計決算審査
　特別委員会
　　　  ※◎委員長　○副委員長
◎河村　賢治　　 ○清水　勝
　塩谷　裕志　　　根冝　和之
　亀谷　優子　　　和田章一郎
　清水　好　　　　伊藤　康浩

公営企業会計決算 一般会計及び特別会計歳入歳出決算
収益的収入
11億8,978万円

6億2,159万円

57億4,677万円

収益的支出
11億1,907万円

5億9,982万円

55億6,573万円

資本的収入
5億1,820万円

10億1,138万円

9億4,726万円

資本的支出
8億9,709万円

10億1,489万円

11億9,466万円

水道事業会計
下水道事業会計
病院事業会計

歳入決算額
289億752万円

117億8,632万円

歳出決算額
279億2,404万円

115億9,410万円

一般会計
特別会計

令和3年度の決算（一般会計、特別会計、公営企業会計）については、決算
審査特別委員会を設置し、審査を行い、全件認定しました。

賛
成
多
数

河村賢治 委員長
かわむらけん じ

実
質
収
支
８
億
２
７
０
０
万
円
余
の
黒

字
で
あ
り
、交
付
金
は
増
で
あ
っ
た
。コ
ロ
ナ

禍
で
事
業
実
施
が
難
し
か
っ
た
と
思
う
が
、

よ
り
有
効
な
施
策
を
打
ち
出
し
、経
済
循
環

を
行
え
た
の
で
は
な
い
か
。

コ
ロ
ナ
対
策
事
業
は
か
な
り
行
っ
た

が
、市
外
か
ら
人
を
招
い
た
り
各
種
団
体
と

一
緒
に
行
う
事
業
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
実

施
が
困
難
だ
っ
た
。

基
金
残
高
が
予
定
よ
り
増
え
、40
億
７

０
０
０
万
円
か
ら
５２
億
７
０
０
０
万
円
に
、

財
政
調
整
基
金
は
１２
億
円
か
ら
１６
億
円
に

積
み
上
が
っ
た
。早
め
の
方
針
見
直
し
が
必

要
で
は
な
い
か
。

国
の
税
収
が
回
復
し
、交
付
税
の
再
算

定
な
ど
、想
定
以
上
に
国
か
ら
の
配
分
が

あ
っ
た
。令
和
６
年
に
枯
渇
す
る
見
込
み
で

あ
っ
た
の
で
、令
和
７
年
以
降
の
見
通
し
な

ど
を
考
え
た
と
き
、で
き
る
だ
け
基
金
残
高

を
増
や
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

不
納
欠
損
処
分
、支
払
い
能
力
が
あ
っ

た
ら
、時
効
と
せ
ず
留
保
で
き
な
い
か
。

問歳 

入
歳 

出

支
払
い
能
力
が
な
い
方
は
時
効
を
迎
え

る
。市
税
の
収
納
に
つ
い
て
、債
権
管
理
条

例
を
設
置
し
、庁
内
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

し
尿
処
理
の
持
ち
込
み
が
減
っ
て
く

る
。下
水
道
と
の
関
係
は
。

15
年
目
標
の
処
理
場
の
長
寿
命
化
工

事
を
行
っ
て
い
る
。今
後
、し
尿
の
持
ち
込

み
が
減
少
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、15
年
後
を

見
据
え
て
下
水
道
と
の
ミ
ッ
ク
ス
処
理
の
こ

と
も
考
え
て
い
く
。

道
路
維
持
な
ど
の
市
民
か
ら
の
要
望
に

対
す
る
対
応
の
実
態
は
。

市
で
行
え
る
工
事
は
す
ぐ
行
っ
て
い

る
。令
和
３
年
度
の
要
望
は
５
４
３
件
あ

り
、う
ち
完
了
は
５
３
０
件
で
あ
っ
た
。繰
越

の
１３
件
は
危
険
が
少
な
く
、次
年
度
に
回
し

た
。新

工
業
団
地
、投
資
が
成
果
に
つ
な
が

ら
な
か
っ
た
が
、今
後
の
予
定
は
。

県
に
申
し
込
ん
だ
が
不
採
択
で
あ
っ

た
。大
き
な
土
地
は
無
理
で
も
、企
業
か
ら

の
要
望
が
あ
る
の
で
、引
き
続
き
候
補
地
を

探
す
。コロ

ナ
感
染
対
策
、救
急
対
応
に
お
い

て
、病
院
と
の
関
わ
り
は
。

大
田
市
立
病
院
と
連
絡
を
密
に
し
て

受
け
入
れ
を
し
て
い
た
だ
い
た
。ま
た
受
け

入
れ
処
置
後
に
市
外
の
病
院
に
送
る
措
置

を
し
て
い
る
。

小
中
高
魅
力
化
推
進
事
業
、市
内
高
校

へ
の
進
学
率
、そ
の
中
で
の
課
題
は
。

市
内
高
校
、進
学
率
は
６
割
で
推
移
し

て
い
る
。魅
力
を
発
信
し
向
上
を
目
指
す
。

・
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
の
低
下
に
つ
い

て
、候
補
者
も
考
え
る
問
題
で
あ
る
が
、選

挙
管
理
委
員
会
の
席
上
な
ど
で
し
っ
か
り

話
し
合
い
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
観
光
協
会
は
令
和
３
年
度
の
総
会
の
内

容
を
聞
く
と
良
く
な
っ
て
い
る
。団
体
と
の

連
携
も
良
く
な
っ
て
き
た
。頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

【
主
な
指
摘
事
項
】

①「
主
要
施
策
の
成
果
」に
つ
い
て
、決
算
額

の
ほ
か
に
、ど
ん
な
成
果
が
あ
っ
た
か
内
容

や
金
額
の
掲
載
を
。

②
シ
ス
テ
ム
改
修
は
、使
い
や
す
さ
と
同
時

に
合
理
化
と
人
件
費
の
削
減
に
つ
な
が
る

も
の
へ
。

③
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
は
、専
門
的
な
職

員
の
登
用
を
。

④「
主
要
施
策
の
成
果
」の
作
成
は
、数
字

合
わ
せ
の
た
め
の
手
間
の
削
減
を
。

⑤
市
民
に
身
近
な
費
用
の
削
減
は
、市
民
の

不
安
、不
満
と
な
ら
な
い
よ
う
に
。

⑥
地
域
内
交
通
は
、公
共
交
通
と
の
つ
な
が

り
も
考
え
、成
果
の
確
認
、報
告
を
。

⑦
観
光
関
係
の
チ
ラ
シ
等
、大
田
市
の
も
の

と
わ
か
る
よ
う
な
工
夫
を
。

⑧
柳
ヶ
坪
、沢
田
市
営
住
宅
を
集
約
し
、空

い
た
土
地
を
若
者
定
住
の
宅
地
に
販
売
で

き
な
い
か
。収
入
の
面
で
の
検
討
を
。

答問

答問答問答問答問問 答答

問答

月森和弘 委員長
つきもりかずひろ

県
内
で
一
番
高
い
水
道
料
金
を
ど
の
よ

う
に
下
げ
て
い
く
の
か
。

下
げ
る
の
は
難
し
い
。
他
市
も
上
が
る

傾
向
に
あ
る
。
経
費
削
減
等
努
力
し
て
い

く
。未

収
金
対
応
は
。

毎
月
給
水
停
止
を
１
０
０
件
行
っ
て
い

る
。
納
付
に
向
け
て
相
談
を
進
め
て
い
る
。

簡
易
水
道
統
合
の
対
応
は
。

統
合
に
つ
い
て
は
大
田
市
で
は
概
ね
完

了
し
て
い
る
。
水
道
事
業
と
し
て
の
拡
大

は
考
え
て
い
な
い
。

【
主
な
指
摘
事
項
】

・
未
収
債
権
の
新
規
発
生
の
未
然
防
止
に

努
め
、
債
権
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
基
づ
く

効
果
的
な
債
権
回
収
に
取
り
組
む
こ
と
。

（
下
水
道
事
業
、
病
院
事
業
と
も
に
共
通
）

・
さ
ら
な
る
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
。

・
水
道
水
は
豊
富
に
安
価
で
供
給
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域
の
事
情
を
市

民
に
説
明
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

・
石
綿
管
更
新
に
つ
い
て
、
災
害
発
生
時
、

問 ◎
水
道
事
業
会
計

水
道
水
の
安
定
供
給
に
支
障
が
生
じ
る
こ

と
か
ら
早
期
の
更
新
を
望
む
。

下
水
道
の
接
続
率
向
上
に
つ
い
て
。

接
続
率
向
上
の
た
め
、
測
量
設
計
の

段
階
で
併
せ
て
地
域
の
皆
様
方
に
相
談
依

頼
を
お
願
い
す
る
対
策
を
強
化
し
た
い
。

公
共
汚
水
ま
す
に
つ
い
て
、
当
初
の
見

込
み
と
の
差
は
。

差
が
出
て
い
る
。
設
置
の
同
意
を
よ

り
多
く
求
め
て
い
く
。

【
主
な
指
摘
事
項
】

・
公
共
汚
水
ま
す
の
設
置
費
用
に
つ
い
て
負

担
金
が
高
い
と
の
声
が
あ
る
。
見
直
し
の

検
討
を
。

・
下
水
道
へ
の
接
続
率
の
向
上
に
向
け
、

様
々
な
施
策
を
検
討
す
る
こ
と
。
ま
た
、

地
域
へ
出
か
け
接
続
率
を
高
め
る
方
策
を

地
域
の
方
と
共
に
検
討
す
る
こ
と
。

コ
ロ
ナ
対
応
確
保
病
床
は
。

年
間
延
べ
１
１
５
７
５
床
、
一
日
当
た

り
に
割
り
戻
す
と
３１
・
７
床
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
経
営
改
善
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

感
染
症
指
定
機
関
の
役
割
を
担
い
な

が
ら
病
床
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
今

後
は
様
々
な
角
度
か
ら
対
応
し
て
経
営
改

善
に
取
り
組
む
。

高
額
な
医
療
機
器
の
購
入
で
は
な
く

リ
ー
ス
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

医
療
機
器
は
企
業
債
や
過
疎
債
、
返

済
は
有
利
な
地
方
交
付
税
を
活
用
し
購
入

し
て
い
る
。

【
主
な
指
摘
事
項
】

・
コ
ロ
ナ
対
策
で
補
助
金
を
得
た
こ
と
で
収

益
は
急
改
善
し
た
が
、
依
然
と
し
て
赤
字

の
状
況
と
思
わ
れ
る
。
改
革
プ
ラ
ン
を
策

定
し
経
営
安
定
化
に
向
け
、
特
に
民
間
の

発
想
を
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
収
束
の
後
、
診
療
圏
域

の
人
口
減
少
が
想
定
外
に
進
む
可
能
性
が

高
い
。
経
営
面
の
目
標
達
成
に
向
け
て
オ
ー

ル
病
院
で
の
取
り
組
み
を
。

・
コ
ロ
ナ
禍
で
の
出
産
・
子
育
て
は
制
限
が

多
い
が
、
里
帰
り
分
娩
や
家
族
の
分
娩
立

ち
合
い
が
出
来
る
病
院
で
あ
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

・
財
産
に
つ

い
て
、
今
後

の
利
用
が
見

込
ま
れ
な
い

未
利
用
財
産

に
つ
い
て
積

極
的
な
売
却

に
努
め
る
こ

と
。

答問答問答

問答問答問答 問答 ◎
下
水
道
事
業
会
計

◎
病
院
事
業
会
計

問答 そ
の
他
意
見
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令和3年度決算審査全会計認定する令和3年度決算審査全会計認定する令和3年度決算審査全会計認定する令和3年度決算審査全会計認定する
●公営企業会計決算審査
　特別委員会
　　　  ※◎委員長　○副委員長
◎月森　和弘　　○森山　幸太
　石橋　秀利　　　松村　信之
　小川　和也　　　胡摩田弘孝
　宮脇　康郎　　　柿田　賢次

●一般・特別会計決算審査
　特別委員会
　　　  ※◎委員長　○副委員長
◎河村　賢治　　 ○清水　勝
　塩谷　裕志　　　根冝　和之
　亀谷　優子　　　和田章一郎
　清水　好　　　　伊藤　康浩

公営企業会計決算 一般会計及び特別会計歳入歳出決算
収益的収入
11億8,978万円

6億2,159万円

57億4,677万円

収益的支出
11億1,907万円

5億9,982万円

55億6,573万円

資本的収入
5億1,820万円

10億1,138万円

9億4,726万円

資本的支出
8億9,709万円

10億1,489万円

11億9,466万円

水道事業会計
下水道事業会計
病院事業会計

歳入決算額
289億752万円

117億8,632万円

歳出決算額
279億2,404万円

115億9,410万円

一般会計
特別会計

令和3年度の決算（一般会計、特別会計、公営企業会計）については、決算
審査特別委員会を設置し、審査を行い、全件認定しました。

賛
成
多
数

河村賢治 委員長
かわむらけん じ

実
質
収
支
８
億
２
７
０
０
万
円
余
の
黒

字
で
あ
り
、交
付
金
は
増
で
あ
っ
た
。コ
ロ
ナ

禍
で
事
業
実
施
が
難
し
か
っ
た
と
思
う
が
、

よ
り
有
効
な
施
策
を
打
ち
出
し
、経
済
循
環

を
行
え
た
の
で
は
な
い
か
。

コ
ロ
ナ
対
策
事
業
は
か
な
り
行
っ
た

が
、市
外
か
ら
人
を
招
い
た
り
各
種
団
体
と

一
緒
に
行
う
事
業
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
実

施
が
困
難
だ
っ
た
。

基
金
残
高
が
予
定
よ
り
増
え
、40
億
７

０
０
０
万
円
か
ら
５２
億
７
０
０
０
万
円
に
、

財
政
調
整
基
金
は
１２
億
円
か
ら
１６
億
円
に

積
み
上
が
っ
た
。早
め
の
方
針
見
直
し
が
必

要
で
は
な
い
か
。

国
の
税
収
が
回
復
し
、交
付
税
の
再
算

定
な
ど
、想
定
以
上
に
国
か
ら
の
配
分
が

あ
っ
た
。令
和
６
年
に
枯
渇
す
る
見
込
み
で

あ
っ
た
の
で
、令
和
７
年
以
降
の
見
通
し
な

ど
を
考
え
た
と
き
、で
き
る
だ
け
基
金
残
高

を
増
や
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

不
納
欠
損
処
分
、支
払
い
能
力
が
あ
っ

た
ら
、時
効
と
せ
ず
留
保
で
き
な
い
か
。

問歳 

入
歳 

出

支
払
い
能
力
が
な
い
方
は
時
効
を
迎
え

る
。市
税
の
収
納
に
つ
い
て
、債
権
管
理
条

例
を
設
置
し
、庁
内
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

し
尿
処
理
の
持
ち
込
み
が
減
っ
て
く

る
。下
水
道
と
の
関
係
は
。

15
年
目
標
の
処
理
場
の
長
寿
命
化
工

事
を
行
っ
て
い
る
。今
後
、し
尿
の
持
ち
込

み
が
減
少
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、15
年
後
を

見
据
え
て
下
水
道
と
の
ミ
ッ
ク
ス
処
理
の
こ

と
も
考
え
て
い
く
。

道
路
維
持
な
ど
の
市
民
か
ら
の
要
望
に

対
す
る
対
応
の
実
態
は
。

市
で
行
え
る
工
事
は
す
ぐ
行
っ
て
い

る
。令
和
３
年
度
の
要
望
は
５
４
３
件
あ

り
、う
ち
完
了
は
５
３
０
件
で
あ
っ
た
。繰
越

の
１３
件
は
危
険
が
少
な
く
、次
年
度
に
回
し

た
。新

工
業
団
地
、投
資
が
成
果
に
つ
な
が

ら
な
か
っ
た
が
、今
後
の
予
定
は
。

県
に
申
し
込
ん
だ
が
不
採
択
で
あ
っ

た
。大
き
な
土
地
は
無
理
で
も
、企
業
か
ら

の
要
望
が
あ
る
の
で
、引
き
続
き
候
補
地
を

探
す
。コロ

ナ
感
染
対
策
、救
急
対
応
に
お
い

て
、病
院
と
の
関
わ
り
は
。

大
田
市
立
病
院
と
連
絡
を
密
に
し
て

受
け
入
れ
を
し
て
い
た
だ
い
た
。ま
た
受
け

入
れ
処
置
後
に
市
外
の
病
院
に
送
る
措
置

を
し
て
い
る
。

小
中
高
魅
力
化
推
進
事
業
、市
内
高
校

へ
の
進
学
率
、そ
の
中
で
の
課
題
は
。

市
内
高
校
、進
学
率
は
６
割
で
推
移
し

て
い
る
。魅
力
を
発
信
し
向
上
を
目
指
す
。

・
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
の
低
下
に
つ
い

て
、候
補
者
も
考
え
る
問
題
で
あ
る
が
、選

挙
管
理
委
員
会
の
席
上
な
ど
で
し
っ
か
り

話
し
合
い
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
観
光
協
会
は
令
和
３
年
度
の
総
会
の
内

容
を
聞
く
と
良
く
な
っ
て
い
る
。団
体
と
の

連
携
も
良
く
な
っ
て
き
た
。頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

【
主
な
指
摘
事
項
】

①「
主
要
施
策
の
成
果
」に
つ
い
て
、決
算
額

の
ほ
か
に
、ど
ん
な
成
果
が
あ
っ
た
か
内
容

や
金
額
の
掲
載
を
。

②
シ
ス
テ
ム
改
修
は
、使
い
や
す
さ
と
同
時

に
合
理
化
と
人
件
費
の
削
減
に
つ
な
が
る

も
の
へ
。

③
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
は
、専
門
的
な
職

員
の
登
用
を
。

④「
主
要
施
策
の
成
果
」の
作
成
は
、数
字

合
わ
せ
の
た
め
の
手
間
の
削
減
を
。

⑤
市
民
に
身
近
な
費
用
の
削
減
は
、市
民
の

不
安
、不
満
と
な
ら
な
い
よ
う
に
。

⑥
地
域
内
交
通
は
、公
共
交
通
と
の
つ
な
が

り
も
考
え
、成
果
の
確
認
、報
告
を
。

⑦
観
光
関
係
の
チ
ラ
シ
等
、大
田
市
の
も
の

と
わ
か
る
よ
う
な
工
夫
を
。

⑧
柳
ヶ
坪
、沢
田
市
営
住
宅
を
集
約
し
、空

い
た
土
地
を
若
者
定
住
の
宅
地
に
販
売
で

き
な
い
か
。収
入
の
面
で
の
検
討
を
。

答問

答問答問答問答問問 答答

問答

月森和弘 委員長
つきもりかずひろ

県
内
で
一
番
高
い
水
道
料
金
を
ど
の
よ

う
に
下
げ
て
い
く
の
か
。

下
げ
る
の
は
難
し
い
。
他
市
も
上
が
る

傾
向
に
あ
る
。
経
費
削
減
等
努
力
し
て
い

く
。未

収
金
対
応
は
。

毎
月
給
水
停
止
を
１
０
０
件
行
っ
て
い

る
。
納
付
に
向
け
て
相
談
を
進
め
て
い
る
。

簡
易
水
道
統
合
の
対
応
は
。

統
合
に
つ
い
て
は
大
田
市
で
は
概
ね
完

了
し
て
い
る
。
水
道
事
業
と
し
て
の
拡
大

は
考
え
て
い
な
い
。

【
主
な
指
摘
事
項
】

・
未
収
債
権
の
新
規
発
生
の
未
然
防
止
に

努
め
、
債
権
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
基
づ
く

効
果
的
な
債
権
回
収
に
取
り
組
む
こ
と
。

（
下
水
道
事
業
、
病
院
事
業
と
も
に
共
通
）

・
さ
ら
な
る
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
。

・
水
道
水
は
豊
富
に
安
価
で
供
給
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域
の
事
情
を
市

民
に
説
明
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

・
石
綿
管
更
新
に
つ
い
て
、
災
害
発
生
時
、

問 ◎
水
道
事
業
会
計

水
道
水
の
安
定
供
給
に
支
障
が
生
じ
る
こ

と
か
ら
早
期
の
更
新
を
望
む
。

下
水
道
の
接
続
率
向
上
に
つ
い
て
。

接
続
率
向
上
の
た
め
、
測
量
設
計
の

段
階
で
併
せ
て
地
域
の
皆
様
方
に
相
談
依

頼
を
お
願
い
す
る
対
策
を
強
化
し
た
い
。

公
共
汚
水
ま
す
に
つ
い
て
、
当
初
の
見

込
み
と
の
差
は
。

差
が
出
て
い
る
。
設
置
の
同
意
を
よ

り
多
く
求
め
て
い
く
。

【
主
な
指
摘
事
項
】

・
公
共
汚
水
ま
す
の
設
置
費
用
に
つ
い
て
負

担
金
が
高
い
と
の
声
が
あ
る
。
見
直
し
の

検
討
を
。

・
下
水
道
へ
の
接
続
率
の
向
上
に
向
け
、

様
々
な
施
策
を
検
討
す
る
こ
と
。
ま
た
、

地
域
へ
出
か
け
接
続
率
を
高
め
る
方
策
を

地
域
の
方
と
共
に
検
討
す
る
こ
と
。

コ
ロ
ナ
対
応
確
保
病
床
は
。

年
間
延
べ
１
１
５
７
５
床
、
一
日
当
た

り
に
割
り
戻
す
と
３１
・
７
床
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
経
営
改
善
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

感
染
症
指
定
機
関
の
役
割
を
担
い
な

が
ら
病
床
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
今

後
は
様
々
な
角
度
か
ら
対
応
し
て
経
営
改

善
に
取
り
組
む
。

高
額
な
医
療
機
器
の
購
入
で
は
な
く

リ
ー
ス
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

医
療
機
器
は
企
業
債
や
過
疎
債
、
返

済
は
有
利
な
地
方
交
付
税
を
活
用
し
購
入

し
て
い
る
。

【
主
な
指
摘
事
項
】

・
コ
ロ
ナ
対
策
で
補
助
金
を
得
た
こ
と
で
収

益
は
急
改
善
し
た
が
、
依
然
と
し
て
赤
字

の
状
況
と
思
わ
れ
る
。
改
革
プ
ラ
ン
を
策

定
し
経
営
安
定
化
に
向
け
、
特
に
民
間
の

発
想
を
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
収
束
の
後
、
診
療
圏
域

の
人
口
減
少
が
想
定
外
に
進
む
可
能
性
が

高
い
。
経
営
面
の
目
標
達
成
に
向
け
て
オ
ー

ル
病
院
で
の
取
り
組
み
を
。

・
コ
ロ
ナ
禍
で
の
出
産
・
子
育
て
は
制
限
が

多
い
が
、
里
帰
り
分
娩
や
家
族
の
分
娩
立

ち
合
い
が
出
来
る
病
院
で
あ
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

・
財
産
に
つ

い
て
、
今
後

の
利
用
が
見

込
ま
れ
な
い

未
利
用
財
産

に
つ
い
て
積

極
的
な
売
却

に
努
め
る
こ

と
。

答問答問答

問答問答問答 問答 ◎
下
水
道
事
業
会
計

◎
病
院
事
業
会
計

問答 そ
の
他
意
見
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　アフターコロナを見据え「第二次大田市
総合計画」に目配りをしながら行財政改
革、定住施策や産業振興策、教育行政、市
民の安心・安全を確保する市民サービスな
ど、各分野にわたり施策が実行された。

第２期ケーブルテレビエリア
光化促進事業
全市に光ケーブルの敷設が完了し高速
通信環境が整ったことで災害対応や視
聴環境が向上した。
ワクチン接種事業
１回目から３回目までの接種が行われ感
染率の減少につながった。

新可燃ごみ処理施設の負担金
大型塵芥車購入事業、し尿処理施設改
修事業など、市民生活の要といえる整
備を進めることができた。
大型ハード事業
大田市駅前周辺東側土地区画整理事
業や仁摩地区道の駅整備事業へ取り
組んだ。
下水道事業、浄化槽設置事業
基本的なインフラ整備の推進。
消防団車両等更新整備事業、消防団
員公務災害防止活動援助事業
装備の充実や安全確保が図られた。
学校教育関連事業
生徒の学力向上への支援が行われた。

　行き過ぎた行財政改革は根本的に見
直し、公共サービスや医療、福祉、産業政
策を住民の暮らしを支えるという視点に
転換するべきである。

①社会保障
高すぎる国保料は家計を圧迫してい
る。人間としての尊厳を守る社会保障
を抜本的に強化することを求める。
②新型コロナ感染拡大防止
医療機関や福祉施設に対し、公費で
PCR検査などの施策をはかるべきで
ある。

③産業振興
誘致企業頼みの産業振興ではなく、地域
に根を張って頑張る企業や地場産業の
育成に重点を置き、内発型、循環型の地
域経済を目指した地域振興策を推進す
るべきである。
④農業
価格保障と所得補償を行い、持続可能な
農業経営の実現を。
⑤保育
行政が責任をもって公立の保育園を運
営することが、地域を守ることにつなが
る。
⑥マイナンバー制度
マイナンバーの利便性が強調されるが、
個人情報を漏えいさせない完璧なシス
テムはない。
⑦学校図書館司書
学校図書館司書の専任配置を求める。

令和3年度一般会計及び特別会計決算認定討論～要旨

松村　信之 議員
まつむら  　のぶゆき

亀谷　優子　議員
かめたに　    ゆう  こ

反
対

賛
成

市民への還元と大田市の
活性化など、
バランスの取れた決算状況

市民の暮らしと
福祉を守る対応を
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議 員 名 等

　議 案 名

議
決
結
果

反
　
対
　
等

：

賛
　
　
　
成

塩
谷
裕
志

伊
藤
康
浩

柿
田
賢
次

清
水
　
好

宮
脇
康
郎

和
田
章
一
郎

亀
谷
優
子

根
冝
和
之

森
山
幸
太

胡
摩
田
弘
孝

小
川
和
也

石
田
洋
治

松
村
信
之

河
村
賢
治

月
森
和
弘

石
橋
秀
利

清
水
　
勝

小
林
　
太

■市長提出議案
議案第25号　令和3年度大田市一般会計及び特別会計歳入
歳出決算認定について 認定 15：2 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第26号　令和3年度大田市水道事業会計利益の処分及
び決算認定について

可決
認定 15：2 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第27号　令和3年度大田市下水道事業会計決算認定に
ついて 認定 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第28号　令和3年度大田市病院事業会計決算認定につ
いて 認定 15：2 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第29号　令和4年度大田市一般会計補正予算（第5号） 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―
議案第30号　令和4年度大田市後期高齢者医療事業特別会
計補正予算（第1号） 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第31号　令和4年度大田市介護保険事業特別会計補正
予算（第1号） 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第32号　令和4年度大田市病院事業会計補正予算（第
2号） 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第33号　大田市職員の育児休業等に関する条例の一
部を改正する条例制定について 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第34号　大田市税条例等の一部を改正する条例制定
について 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第35号　大田市森林総合利用施設三瓶こもれびの広
場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定
について

可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第36号　大田市石見銀山龍源寺間歩の設置及び管理
に関する条例の一部を改正する条例制定について 可決 15：2 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第37号　大田市手数料条例の一部を改正する条例制
定について 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第38号　大田市一般市営住宅管理条例の一部を改正
する条例制定について 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第39号　大田市消防団員の定員、任免、給与及び服
務等に関する条例の一部を改正する条例制定について 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第40号　大田市立学校設置に関する条例の一部を改
正する条例制定について 可決 15：2 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第44号　教育委員会委員の任命につき同意を求める
ことについて 同意 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第45号　人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求
めることについて

異議
なし 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第46号　人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求
めることについて

異議
なし 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第47号　人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求
めることについて

異議
なし 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

■議員提出議案
意第2号　地方における鉄道政策に関する意見書の提出に
ついて

修正
可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 ―

意第3号　畜産飼料の高騰にかかる経営安定対策の強化に
関する意見書の提出について 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 ―

議案第41号　特別委員会の設置について 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 ―

議案第42号　特別委員会の設置について 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 ―

議案第43号　協議の場の設置について 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 ―

◇９月定例会提出議案等賛否一覧表

※定数18名、うち議長（小林　太）は採決に加わりません
※○は賛成、●は反対等（反対、継続審査、態度保留等々）※「欠」は欠席
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賢
次

清
水
　
好

宮
脇
康
郎

和
田
章
一
郎

亀
谷
優
子

根
冝
和
之

森
山
幸
太

胡
摩
田
弘
孝

小
川
和
也

石
田
洋
治

松
村
信
之

河
村
賢
治

月
森
和
弘

石
橋
秀
利

清
水
　
勝

小
林
　
太

■市長提出議案
議案第24号　令和4年度大田市一般会計補正予算（第4号） 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

◇7月臨時会提出議案等賛否一覧表

※定数18名、うち議長（小林　太）は採決に加わりません
※○は賛成、●は反対等（反対、継続審査、態度保留等々）
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市政のここが聞きたい

2022.10.20 （8）おおだ市議会だより2022.10.20（9） おおだ市議会だより

いっぱん質問 市政に対する一般質問は、9月7日、8日に行われ、7人の議員が執行部の考えを
ただしました。
質問と答弁の要旨は次のとおりです。掲載する質問事項は1人1議題とし、その
他の質問項目があった場合は、質問項目のみを掲載しています。（内容は、ホー
ムページ（http://www.city.oda.lg.jp/）で閲覧できます。）

大田市の農業の
現状と課題

集落営農組織の組織化は進むが、
課題は後継者の確保

子どもの通学路
安全対策の取り組みは

新たな予算の確保で
整備を推進していく

文教施策の充実強化を

教育の質を維持していくため、
教職員の適正配置を要望していく

▲“海の森”守ろうプロジェクト（8月23日　あけぼのこども園年長児が「板わかめ」オリジナルパッケージ用イラストを描きました。）▲“海の森”守ろうプロジェクト（8月23日　あけぼのこども園年長児が「板わかめ」オリジナルパッケージ用イラストを描きました。）

質
問
　
市
内
の
農
業
生
産
は
、過
疎・

高
齢
化
の
急
速
な
進
展
に
よ
る

担
い
手
不
足
や
有
害
鳥
獣
被
害
が
、耕

作
意
欲
の
減
退
や
放
棄
地
の
増
加
に
拍

車
を
か
け
て
い
る
。さ
ら
に
、米
価
の
低

迷
、原
油
や
資
材
高
騰
は
農
家
経
営
を

圧
迫
し
、農
業
生
産
に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
。そ
こ
で
、

①
集
落
営
農
組
織
の
現
状
や
課
題

②
水
田
活
用
交
付
金
の
問
題

③
生
産
資
材
の
高
騰
、米
価
の
低
迷

④
鳥
獣
被
害
対
策

の
4
点
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
①
集
落
営
農
組
織
の
現
状
は
、本

年
度
2
組
織
が
設
立
さ
れ
42
組
織

と
な
り
、組
織
化
が
進
ん
だ
。後
継
者
確
保

が
課
題
で
、将
来
に
向
け
地
域
内
農
業
従

事
者
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
。

②
こ
の
交
付
金
制
度
は
、水
田
で
の
大
豆
や

飼
料
用
米
等
の
生
産
に
支
援
を
行
う
も
の

で
あ
る
が
、現
在
政
府
は
見
直
し
の
方
針
を

示
し
て
い
る
。交
付
金
制
度
の
見
直
し
は
、

大
き
な
影
響
が
予
想
さ
れ
、状
況
を
注
視

し
、情
報
把
握
に
努
め
る
。

③
化
学
肥
料
等
の
生
産
資
材
を
輸
入
に
頼

る
中
、国
際
情
勢
に
よ
る
価
格
の
高
騰
は
、

生
産
者
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
で
あ
る
。国・

島
根
県
と
連
携
し
、生
産
コ
ス
ト
削
減
に
向

け
た
機
械
の
導
入
等
、安
定
的
な
農
業
経
営

へ
取
り
組
む
。

④
鳥
獣
被
害
対
策
は
、被
害
の
発
生
を
未

然
に
防
ぐ
考
え
方
が
重
要
で
あ
る
。こ
れ

ま
で
野
生
動
物
へ
の
餌
や
り
行
為
、田
畑
に

お
け
る
防
護
対
策
、餌
資
源
と
な
る
生
ご

み
等
の
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
情

報
発
信
や
防
除

技
術
の
普
及
・
啓

発
を
行
っ
て
い
る

が
、今
後
も
地
域

の
対
応
力
の
強

化
等
を
図
る
。

胡
ご

摩
ま

田
だ

弘
ひろ

孝
たか

 議員

▲畑作用排水アタッチメント
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市政のここが聞きたい

2022.10.20 （8）おおだ市議会だより2022.10.20（9） おおだ市議会だより

いっぱん質問 市政に対する一般質問は、9月7日、8日に行われ、7人の議員が執行部の考えを
ただしました。
質問と答弁の要旨は次のとおりです。掲載する質問事項は1人1議題とし、その
他の質問項目があった場合は、質問項目のみを掲載しています。（内容は、ホー
ムページ（http://www.city.oda.lg.jp/）で閲覧できます。）

大田市の農業の
現状と課題

集落営農組織の組織化は進むが、
課題は後継者の確保

子どもの通学路
安全対策の取り組みは

新たな予算の確保で
整備を推進していく

文教施策の充実強化を

教育の質を維持していくため、
教職員の適正配置を要望していく

▲“海の森”守ろうプロジェクト（8月23日　あけぼのこども園年長児が「板わかめ」オリジナルパッケージ用イラストを描きました。）▲“海の森”守ろうプロジェクト（8月23日　あけぼのこども園年長児が「板わかめ」オリジナルパッケージ用イラストを描きました。）

質
問
　
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
が
加

速
し
、7
波
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
で

教
育
環
境
に
も
深
刻
な
影
響
が
生
じ
て

い
る
。

①
教
職
員
の
欠
員
補
充
と
定
数
の
確
保

や
支
援
員
の
配
置
に
つ
い
て
伺
う
。

②
学
校
給
食
は
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の

健
全
な
発
達
に
資
す
る
。学
校
で
の
食
育

の
推
進
や
、就
学
援
助
に
よ
る
給
食
支
援

が
3
割
に
及
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
、給
食

費
の
無
償
化
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

③
安
倍
元
首
相
の「
国
葬
」に
つ
い
て
は

在
任
期
間
の
公
文
書
の
改
ざ
ん・隠
ぺ
い

疑
念
が
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
。教
育
の
中

立
性
か
ら
も
学
校
で
弔
意
表
明
を
し
な

い
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
①
大
田
市
で
は
、今
年
度
当
初
の

教
職
員
の
配
置
は
全
て
の
学
校
に

お
い
て
定
数
配
置
は
あ
っ
た
も
の
の
、学
校

の
実
情
に
応
じ
て
配
置
さ
れ
る
べ
き
加
配

教
職
員
等
に
つ
い
て
は
、一
部
未
配
置
の
状

況
に
あ
る
。ま
た
、非
常
勤
講
師
に
よ
り
対

応
し
て
い
る
学
校
が
現
在
6
校
あ
る
。緊
急

校
務
支
援
員
に
つ
い
て
は
補
助
事
業
を
活

用
し
、教
職
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
職
員
配

置
に
も
努
め
て
ま
い
り
た
い
。今
後
も
教
職

員
確
保
策
の
具
体
化
と
学
校
の
実
情
に
応

じ
た
教
職
員
の
適
正
配
置
を
県
教
育
委
員

会
に
対
し
て
、強
く
要
望
し
て
い
く
。

②
学
校
給
食
法
で
は
、人
件
費
と
施
設
修
繕

費
等
は
、設
置
者
で
あ
る
自
治
体
の
負
担
と

規
定
す
る
一
方
で
、食
材
に
係
る
費
用
は
保

護
者
の
負
担
と
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い

る
。約
1
億
4
︐9
0
0
万
円
が
食
材
費
で
あ

る
が
、こ
れ
を
公
費
負
担
す
る
こ
と
は
、当
市

の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
困
難
と
考
え

て
い
る
。

③
文
科
省
や
県
教
育
委
員
会
か
ら
弔
意
表
明

と
い
っ
た
協
力
要
請
は
な
い
の
で
、市
教
育
委

員
会
と
し
て
は
、独
自
に
学
校
で
の
半
旗
の
掲

揚
や
教
職
員
な
ど
へ
の
黙
祷
の
呼
び
か
け
を

行
う
考
え
は
な
い
。

清
し

水
みず

　 勝
まさる

 議員

柿
かき

田
だ

　賢
けん

次
じ

 議員

質
問
　
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い

て
、平
成
26
年（
29
年
改
訂
）に

「
大
田
市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ

ム
」を
作
成
し
取
り
組
ん
で
い
る
。毎
年

小
中
学
校
よ
り
危
険
箇
所
の
把
握
を

行
っ
て
い
る
が
、そ
の
取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、歩
道
整
備
が
困
難
な
道
路
の

車
道
と
歩
道
ス
ペ
ー
ス
と
を
明
確
に
区

別
す
る「
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
」の
設
置
に

つ
い
て
、及
び
通
学
路
の
安
全
対
策
の
た

め
の
予
算
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
当
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、警

察
、県
市
の
道
路
管
理
者
、学
校
・

教
育
委
員
会
関
係
者
で
毎
年
合
同
点
検
を

行
っ
て
い
る
。令
和
2・3
年
度
の
改
善
要
望

は
33
か
所
あ
り
、内
、改
善
完
了
11
か
所
、

完
了
予
定
14
か
所
、未
定
8
か
所
で
あ
る
。

本
年
度
も
8
月
に
点
検
を
実
施
し
、未
着
手

分
併
せ
て
29
か
所
の
要
望
が
あ
り
、随
時
改

善
に
向
け
対
応
し
て
い
く
。

　「
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
」の
整
備
は
、令
和
3

年
度
ま
で
に
5
路
線
が
完
了
し
、要
望
箇
所

は
残
り
6
か
所
で
あ
る
。

　
予
算
に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
の
交
通
安
全

対
策
交
付
金
事
業（
例
年
約
2
5
0
万
円
）

及
び
、今
年
度
よ
り
新
た
に
国
の「
防
災
安

全
交
付
金
事
業
」を
活
用
し
て
、本
年
度
は

1
千
万
円
を
予
算
化
し
て
い
る
。

　
内
訳
は
、グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
6
路
線

2
︐6
0
0
m
、転
落
防
止
柵
2
路
線

1
2
0
m
、区
画
線
引
き
直
し
7
路
線
3
︐

6
0
0
m
等
を
予
定
し
て
お
り
、今
後
と
も

予
算
確
保
に
努
め
、整
備
を
推
進
し
て
い
く
。

▲
歩
行
者
の
安
全
の
た
め
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
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市政のここが聞きたい いっぱん質問

2022.10.20 （10）おおだ市議会だより2022.10.20（11）おおだ市議会だより

大田市ふるさと納税の
現状、課題、今後

男性トイレへの
サニタリーボックス設置を

「ごいせ仁摩」は、
設置目的等の契約が
守られていないのでは

返礼品、サイトの充実を検討し、
寄附の増額を目指す。

働く女性の家の　　
　　利用継続を

働く女性の家
令和6年3月末で廃止の方針

産業振興等の設置目的に
かなうよう努力する

公共施設を中心に設置を
推進する

質
問
　
平
成
20
年
の
開
始
以
来
、新

た
な
財
源
確
保
の
た
め
、地
元

色
豊
か
な
返
礼
品
の
開
発
等
、納
税
額

向
上
を
目
指
し
、全
国
で
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
。コ
ロ
ナ
に
よ
る「
巣
ご

も
り
需
要
」の
追
い
風
の
中
、大
田
市
は

対
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
13
％
と
減
少
。こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
の
問
題
点
や
今
後
の

あ
り
方
、戦
略
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
近
年
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
化
が
顕

著
で
あ
り
、自
治
体
直
営
よ
り
も
民
間
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
方
が
寄
附
額
の
増
額

が
見
込
め
る
と
考
え
、一
部
業
務
を
民
間
事

業
者
へ
委
託
し
た
。そ
の
後
、ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
を
分
析
し
、写
真
や
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

等
で
商
品
の
差
別
化
や
分
か
り
や
す
い
表

示
の
工
夫
を
図
り
、リ
ピ
ー
ト
率
が
8.5
％
上

が
っ
て
い
る
。し
か
し
、寄
附
額
が
前
年
度

を
下
回
っ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
、委
託
業

者
と
そ
の
要
因
の
検
証
や
対
策
な
ど
、定
期

的
に
協
議
を
行
い
な
が
ら
業
務
改
善
に
あ

た
っ
て
い
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、本
来
の
趣
旨
で
あ
る

自
治
体
や
生
産
者
を
応
援
し
た
い
方
と
、お

得
感
を
求
め
る
方
と
で
二
極
化
し
て
お
り
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
属
性
に
応
じ
た
返
礼

品
の
見
せ
方
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。引

き
続
き
、そ
れ
ぞ
れ
の
属
性
に
応
じ
た
魅
力

あ
る
返
礼
品
の
掘
り
起
こ
し
や
開
発
を
行

う
と
と
も
に
、平
均
8
品
を
比
較
検
討
し
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
寄
附
者
に
端
的
で

分
か
り
や
す
い
表
示
や
、共
感
が
得
ら
れ
る

よ
う
な
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
改
善
を
図
る

な
ど
、大
田
市
の
返
礼
品
を
認
知
し
て
も
ら

う
機
会
を
増
や
し
、寄
附
の
増
額
を
目
指
し

て
い
く
。

伊
い

藤
とう

　康
やす

浩
ひろ

 議員

石
いし

田
だ

　洋
よう

治
じ

 議員

質
問
　
前
立
腺
が
ん
や
膀
胱
が
ん
を

患
っ
た
男
性
が
使
用
済
み
の
尿

漏
れ
パ
ッ
ド
な
ど
を
捨
て
る
場
所
に
困

る
ケ
ー
ス
が
生
じ
て
お
り
、男
性
ト
イ
レ

に
も
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
置
く
動
き

が
自
治
体
や
商
業
施
設
で
広
が
っ
て
い

る
。大
田
市
に
お
い
て
も
、公
共
施
設
、

商
業
施
設
の
状
況
を
把
握
し
、設
置
に

向
け
て
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見

を
伺
う
。

答
弁
　
近
年
、男
性
の
前
立
腺
が
ん
や

膀
胱
が
ん
の
患
者
に
つ
い
て
尿
漏

れ
パ
ッ
ド
や
紙
お
む
つ
の
使
用
が
増
え
つ
つ

あ
り
、ト
イ
レ
利
用
の
際
、使
用
済
み
尿
漏

れ
パ
ッ
ド
等
を
廃
棄
す
る
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
設
置
を
求
め
る
声
が
今
後
高
ま
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
は
、災
害

時
の
避
難
所
運
営
や
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
方
々
へ
の
配
慮
の
観
点
か
ら
も
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、今
後
、市
役
所
本

庁
、支
所
な
ど
の
公
共
施
設
を
モ
デ
ル
に
サ

ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を
行
い
、利
用

状
況
を
見
な
が
ら
、公
共
施
設
の
中
で
も
多

く
の
皆
さ
ん
が
利
用
さ
れ
る
集
客
施
設
を

含
め
、設
置
箇
所
の
拡
大
を
進
め
て
行
く
。

石
田
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
情
報
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
状
況

と
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
た
物
価

高
対
策

▲安心してトイレの利用ができます
　（市役所本庁舎1階多目的トイレ）
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市政のここが聞きたい いっぱん質問
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大田市ふるさと納税の
現状、課題、今後

男性トイレへの
サニタリーボックス設置を

「ごいせ仁摩」は、
設置目的等の契約が
守られていないのでは

返礼品、サイトの充実を検討し、
寄附の増額を目指す。

働く女性の家の　　
　　利用継続を

働く女性の家
令和6年3月末で廃止の方針

産業振興等の設置目的に
かなうよう努力する

公共施設を中心に設置を
推進する

る
経
費
と
し
て
、指
定
管
理
料
年
間
約

8
2
0
万
円
を
支
払
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

多
額
の
投
資
に
見
合
っ
た
効
果
に
つ
い
て

は
、短
期
的
な
売
り
上
げ
だ
け
で
な
く
、観

光
客
の
増
加
、市
内
産
品
や
事
業
者
の
認
知

度
向
上
な
ど
、「
ご
い
せ
仁
摩
」の
波
及
効

果
も
含
め
、長
期
間
に
わ
た
っ
て
幅
広
く
得

ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。　
　
　

　
ま
た
、前
駅
長
の
功
績
は
大
き
く
辞
職
は

残
念
で
あ
る
が
、新
駅
長
も
共
に
携
わ
っ
て

き
た
経
緯
も
あ
り
、今
後
の
活
躍
を
期
待
し

て
い
る
。

　
指
定
管
理
業
者
に
対
し
て
の
厳
し
い
ご

指
摘
に
関
し
て
は
す
で
に
伝
え
て
あ
り
、結

果
が
出
な
け

れ
ば
再
契
約
は

無
い
と
い
う
話

に
な
る
と
思
っ

て
い
る
が
、そ

の
前
に
ト
ッ
プ

会
談
の
方
法
も

や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。

質
問
　
15
億
円
の
当
初
建
設
費
と
年

間
1
8
0
0
万
円
の
管
理
費

（
指
定
管
理
料
8
2
0
万
円
及
び
光
熱

水
費
等
）の
か
か
る
道
の
駅「
ご
い
せ
仁

摩
」は
内
外
の
評
判
が
す
こ
ぶ
る
悪
い
。

　
市
と
指
定
管
理
業
者
と
の
覚
書
の
中

の
業
務
仕
様
書
と
、運
営
の
実
態
は
あ
ま

り
に
も
乖
離
が
大
き
く
看
過
で
き
な
い
。　

象
徴
的
な
の
が
4
年
前
に
大
田
市
が
公

募
で
採
用
し
、地
元
と
の
事
前
調
整
な
ど

の
準
備
を
進
め
て
き
た
駅
長
の
わ
ず
か

2
か
月
で
の
辞
職
で
あ
る
。

　
設
置
目
的
が
か
な
う
よ
う
、ト
ッ
プ
会

談
も
含
め
、厳
し
く
指
導
等
対
応
す
べ
き

で
は
。

答
弁
　
初
期
投
資
は
総
額
約
15
億
円
の

事
業
で
あ
り
、道
路
休
憩
施
設
部

分
の
管
理
経
費
や
設
備
保
守
点
検
に
関
す

質
問
　
平
成
4
年
に
働
く
婦
人
の
家

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
大
田
市
働

く
女
性
の
家
は
、現
在
生
涯
学
習
の
場
と

し
て
も
多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
、親
し

ま
れ
て
い
る
。昨
年
春
、突
如
機
能
廃
止

が
提
案
さ
れ
、利
用
者
は
、今
後
の
利
用

の
不
安
か
ら「
利
用
の
継
続
を
求
め
る
」

署
名
を
人
口
の
18
％
に
あ
た
る

6
6
3
7
筆
提
出
し
た
。こ
れ
ま
で
果

た
し
て
き
た
役
割
、機
能
廃
止
の
理
由
、

署
名
提
出
等
に
つ
い
て
の
認
識・根
拠
を

伺
う
。

答
弁
　
働
く
女
性
の
家
は
、こ
れ
ま
で

約
30
年
に
わ
た
り
各
種
講
座
や
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
り
、女
性
の
社
会
参
加

意
識
の
醸
成
、社
会
的
地
位
の
向
上
と
福
祉

の
増
進
を
図
る
た
め
の
中
心
施
設
と
し
て

一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、

働
く
女
性
に
限
定
す
る
意
義
が
薄
れ
て
い

る
こ
と
、近
隣
に
他
の
類
似
施
設
も
あ
る
こ

と
、本
来
の
設
置
目
的
以
外
で
の
利
用
が
増

え
て
お
り
、そ
れ
ら
の
活
動
は
他
の
公
共
施

設
に
お
い
て
実
施
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

働
く
女
性
の
家
と
し
て
の
一
定
の
役
割
は

終
え
た
と
判
断
し
、令
和
6
年
3
月
末
を

も
っ
て
廃
止
す
る
方
針
と
し
た
。

　
7
月
29
日
、利
用
者
団
体
か
ら
署
名
の
提

出
を
い
た
だ
き
、非
常
に
多
く
の
市
民
の
皆

様
が
存
続
を
希
望
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
市

と
し
て
も
重
く
受
け
止
め
た
。一
方
で
、厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、公
共
施
設
適
正
化
の

取
り
組
み
も
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。利
用

者
の
皆
様
に
は
多
少
ご
不

便
を
お
か
け
す
る
か
も

し
れ
な
い
が
、現
在
の
活

動
が
継
続
で
き
る
よ
う

引
き
続
き
検
討
し
た
い
。

宮
脇
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
家
庭
不
燃
粗
大
ご
み
処
理
手
数
料
の

納
入
場
所

宮
みや

脇
わき

　康
やす

郎
ろう

 議員

和
わ

田
だ

章
しょう

一
いち

郎
ろう

 議員

▲道の駅「ごいせ仁摩」

▲サンレディー大田
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行
革
・
公
共
施
設
調
査
検
討

　  

特
別
委
員
会 

中
間
報
告

研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た

　
７
月
11
日
、８
月
８
日
に
開
催
。

行
財
政
改
革
実
施
計
画
の
令
和
３
年

度
に
お
け
る
取
組
状
況

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
推
進
に
つ
い
て
、

研
修
を
す
る
な
ど
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に

進
め
て
ほ
し
い
。

こ
れ
か
ら
の
業
務
は
電
子
化
を
無
視

す
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、知
識
を
高
め
あ
っ

て
進
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

る
。公

共
施
設
適
正
化
計
画
の
推
進
で
は
、

市
の
所
有
施
設
が
４
０
７
施
設
あ
り
、今
後

ど
の
よ
う
に
使
用
し
て
い
く
の
か
決
定
し

て
い
な
い
施
設
が
３
６
７
施
設
あ
る
。こ
の

状
況
で
2
0
4
5
年
度
ま
で
に
総
延
べ
床

面
積
を
30
％
削
減
す
る
目
標
が
達
成
で
き

る
の
か
。

今
後
も
計
画
達
成
の
た
め
推
進
に
努

め
る
。

常
任
委
員
会
視
察
報
告

　
　
民
生
委
員
会
　
　

日
時
:
令
和
4
年
7
月
28
日（
木
）

視
察
場
所

　・
邑
智
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
川
本
町
）

　
民
生
委
員
長
　

　
森
山
　
幸
太  

　
民
生
委
員
会
で
は
、邑
智
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
可
燃
ご
み
共
同
処
理
施
設
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。施
設
の
2
階
会
議
室
に
て
、

施
設
の
D
V
D
を
拝
見
し
て
、敷
地
面
積
・

処
理
能
力
40
t
／
日（
20
t
／
16
h
×
2

炉
）・
処
理
方
式（
准
連
続
燃
焼
式
ス
ト
ー

カ
炉
）の
概
要
の
説
明
を
受
け
た
後
に
、施

設
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
安
心
・
安
全
・
安
定
し
た
処
理
が
行
え

る
施
設
で
し

た
。ま
た
、施

設
立
地
周
辺

地
域
の
環
境

保
全
、震
災
な

ど
の
災
害
時

に
発
生
す
る

災
害
廃
棄
物

も
処
理
で
き
、

地
域
の
避
難

場
所
と
し
て

も
活
用
で
き
ま
す
。今
後
と
も
、大
田
市
と

組
合
の
共
同
処
理
に
よ
る
処
理
の
効
率
化

を
図
り
な
が
ら
、運
行
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

産
業
建
設
委
員
会

日
時
:
令
和
4
年
8
月
16
日（
火
）

視
察
場
所

　・
三
瓶
浄
水
場
　・
志
学
水
源
地

　・
志
学
下
の
町
水
源
・ 

下
の
町
配
水
池

　・
三
瓶
ダ
ム

　
産
業
建
設
委
員
長
　
　

　
根
冝
　
和
之

　
現
在
、大
田

市
議
会
の
産

業
建
設
委
員

会
で
は「
将
来

を
見
据
え
た

水
道
事
業
の

あ
り
方
」に
つ

い
て
※
事
務
調

査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
6
月
に
事

務
調
査
を
開

始
し
、大
田
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
と
に
勉

強
を
重
ね
、8
月
16
日
に
は
市
役
所
担
当

職
員
と
一
緒
に
三
瓶
浄
水
場
や
、志
学
の

水
源
地
及
び
配
水
池
、三
瓶
ダ
ム
な
ど
質

疑
応
答
を
交
え
な
が
ら
視
察
も
行
い
ま
し

た
。

　
委
員
か
ら
は「
各
施
設
の
維
持
管
理
、

基
幹
管
路
の
更
新
状
況
と
共
に
課
題
も
分

か
っ
た
。」「
豊
か
な
水
源
が
無
く
、工
業

用
水
を
提
供
出
来
な
い
課
題
が
あ
る
。」

「
浄
水
場
の
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

良
く
理
解
出
来
た
。」な
ど
の
意
見
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
今
夏
の
三
瓶
ダ
ム
は
記
録
的
な
渇
水
状

況
に
あ
り
、文
字
通
り「
命
の
水
」を
安
定

的
に
提
供
す
る
水
道
事
業
の
使
命
の
重
さ

を
実
感
し

た
視
察
で

も
あ
り
ま

し
た
。

 

今
後
も
、

水
道
料
金

の
コ
ス
ト

分
析
や
他

自
治
体
と

の
比
較
、

施
設
の
耐

震
化
や
老

朽
化
に
よ
る
影
響
、人
材
育
成
や
事
務
の

広
域
化
と
連
携
な
ど
継
続
的
に
調
査
を
行

う
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　事
務
調
査
と
は
、そ
の
委
員
会
が
所
管
す

る
事
務
を
自
主
的
に
調
査
し
、各
分
野
の
課

題
解
決
に
向
け
た
研
究
を
行
う
も
の
で
す
。

▲クリーンセンター内部を視察

▲三瓶浄水場

▲三瓶ダム

松村　信之委員長
まつ むら　　 のぶ ゆき

　
施
設
使
用
方
針
が
決
定
し
て
い
る
40
施

設
に
つ
い
て
は
公
表
し
、そ
の
目
的
を
示
し

て
ほ
し
い
。空
き
校
舎
利
用
に
つ
い
て
は
、

民
間
へ
譲
渡
す
る
場
合
の
基
準
を
明
確
に

し
て
ほ
し
い
。

組
織
定
員
の
適
正
化
、総
人
件
費
の
抑

制
で
は
、正
規
職
員
数
は
減
少
し
て
い
る

が
、再
任
用
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
及

び
嘱
託
職
員
数
は
微
増
で
あ
る
。人
口
の

減
少
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、今
後
の
適
正

な
職
員
数
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。適

正
な
人
事
配
置
に
つ
い
て
は
各
部

署
と
の
人
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
昨
年
6
月
、10

月
に
実
施
し
課
題
の
整
理
を
し
た
。中
途

退
職
者
の
増
や
再
任
用
制
度
に
合
わ
せ
た

働
き
方
改
革
で
あ
る
が
、そ
の
都
度
調
査

を
し
、65
歳
ま
で
働
け
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
た
い
。

公
用
車
総
保
有
台
数
に
つ
い
て
、今
後

も
削
減
に
努
め
て
ほ
し
い
。

削
減
の
方
向
で
検
討
す
る
。

市
長
と
語
ろ
う「
大
田
市
役
所
本
庁

舎
の
整
備
に
つ
い
て
」

　
市
民
の
参
加
人
数
は
延
べ
4
0
1
人
で

あ
り
、当
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、約

８
割
の
参
加
者
が
参
加
前
に
比
べ
興
味・関

心
を
持
た
れ
た
よ
う
で
あ
る
。し
か
し
参

加
者
が
少
な
い
と
い
う
現
実
も
あ
り
、本

庁
舎
の
整
備
に
つ
い
て
は
、こ
れ
か
ら
様
々

な
情
報
を
流
す
と
共
に
、市
民
の
皆
様
に

問答問答

は
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

・市
が
財
政
負
担
し
な
く
て
も
、民
間
の
活

力
の
も
と
建
設
し
て
は
ど
う
か
。

・若
い
人
の
参
加
が
少
な
い
。

・今
後
の
見
通
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
も
う
少

し
示
す
べ
き
で
あ
る
。

・決
し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、急
が
ず
に
じ
っ
く
り
進

め
て
ほ
し
い
。

サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
の
今
後
の
あ
り
方

　
既
に
建
物
調
査
が
終
了
し
、外
壁
及
び

一
部
内
装
の
下
塗
装
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使

用
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、飛
散
す
る
も
の
で

は
な
い
。調
査
結
果
を
整
理
し
秋
頃
を
目

途
に
市
と
し
て
の
方
針
を
出
す
。

・公
共
施
設
適
正
化
の
中
で
議
論
し
て
い
る

の
で
、ふ
れ
あ
い
会
館
と
セ
ッ
ト
で
考
え
て

方
針
を
出

す
べ
き
で

あ
る
。

・機
能
廃
止

後
の
後
利

用
も
含
め

早
急
に
市

と
し
て
の

方
針
を
出

す
べ
き
で

あ
る
。

意
見

問答問答

▲8月8日特別委員会

説
明

意
見 意

見

　島根県町村議会議長会が主催の広報研修会
に広報広聴委員が参加しました。
　当日は、PRDESIGN　JAPAN株式会社　
代表取締役　佐久間智之氏の講演の後、参加自
治体の議会だよりのクリニックがあり、本市の市
議会だよりについてもアドバイスをいただきま
した。
　今回研修で学んだ内容を参考に、市民の皆さ
んが読みやすく、手に取ってもらえる市議会だ
よりを目指し、フォントや写真、内容など、広報
広聴委員会で検討を重ねていきたいと思いま
す。
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　島根県市議会議長会議員研修会は、県内の市
議会議員が一堂に会し、共通の課題に対して認識
を深めるために開催されています。今回の研修会
では、総務省統計局　統計利用推進研究官　長藤
洋明氏及び、跡見学園女子大学観光コミュニティ
学部准教授　篠原　靖氏による講演がありまし
た。証拠に基づく政策立案の意義、最近の動向や
取組、データを活用した政策立案等の事例等につ
いて、また、アフターコロナを見据えた観光によ
る関係人口の創出と地域ブランドの確立に向け
た取り組みについて学ぶことができた研修でし
た。

8/2 島根県市議会議長会　　議員研修会（出雲市）
島根県市町村議会
　　広報研修会（松江市）
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行
革
・
公
共
施
設
調
査
検
討

　  

特
別
委
員
会 

中
間
報
告

研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た

　
７
月
11
日
、８
月
８
日
に
開
催
。

行
財
政
改
革
実
施
計
画
の
令
和
３
年

度
に
お
け
る
取
組
状
況

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
推
進
に
つ
い
て
、

研
修
を
す
る
な
ど
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に

進
め
て
ほ
し
い
。

こ
れ
か
ら
の
業
務
は
電
子
化
を
無
視

す
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、知
識
を
高
め
あ
っ

て
進
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

る
。公

共
施
設
適
正
化
計
画
の
推
進
で
は
、

市
の
所
有
施
設
が
４
０
７
施
設
あ
り
、今
後

ど
の
よ
う
に
使
用
し
て
い
く
の
か
決
定
し

て
い
な
い
施
設
が
３
６
７
施
設
あ
る
。こ
の

状
況
で
2
0
4
5
年
度
ま
で
に
総
延
べ
床

面
積
を
30
％
削
減
す
る
目
標
が
達
成
で
き

る
の
か
。

今
後
も
計
画
達
成
の
た
め
推
進
に
努

め
る
。

常
任
委
員
会
視
察
報
告

　
　
民
生
委
員
会
　
　

日
時
:
令
和
4
年
7
月
28
日（
木
）

視
察
場
所

　・
邑
智
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
川
本
町
）

　
民
生
委
員
長
　

　
森
山
　
幸
太  

　
民
生
委
員
会
で
は
、邑
智
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
可
燃
ご
み
共
同
処
理
施
設
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。施
設
の
2
階
会
議
室
に
て
、

施
設
の
D
V
D
を
拝
見
し
て
、敷
地
面
積
・

処
理
能
力
40
t
／
日（
20
t
／
16
h
×
2

炉
）・
処
理
方
式（
准
連
続
燃
焼
式
ス
ト
ー

カ
炉
）の
概
要
の
説
明
を
受
け
た
後
に
、施

設
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
安
心
・
安
全
・
安
定
し
た
処
理
が
行
え

る
施
設
で
し

た
。ま
た
、施

設
立
地
周
辺

地
域
の
環
境

保
全
、震
災
な

ど
の
災
害
時

に
発
生
す
る

災
害
廃
棄
物

も
処
理
で
き
、

地
域
の
避
難

場
所
と
し
て

も
活
用
で
き
ま
す
。今
後
と
も
、大
田
市
と

組
合
の
共
同
処
理
に
よ
る
処
理
の
効
率
化

を
図
り
な
が
ら
、運
行
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

産
業
建
設
委
員
会

日
時
:
令
和
4
年
8
月
16
日（
火
）

視
察
場
所

　・
三
瓶
浄
水
場
　・
志
学
水
源
地

　・
志
学
下
の
町
水
源
・ 

下
の
町
配
水
池

　・
三
瓶
ダ
ム

　
産
業
建
設
委
員
長
　
　

　
根
冝
　
和
之

　
現
在
、大
田

市
議
会
の
産

業
建
設
委
員

会
で
は「
将
来

を
見
据
え
た

水
道
事
業
の

あ
り
方
」に
つ

い
て
※
事
務
調

査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
6
月
に
事

務
調
査
を
開

始
し
、大
田
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
と
に
勉

強
を
重
ね
、8
月
16
日
に
は
市
役
所
担
当

職
員
と
一
緒
に
三
瓶
浄
水
場
や
、志
学
の

水
源
地
及
び
配
水
池
、三
瓶
ダ
ム
な
ど
質

疑
応
答
を
交
え
な
が
ら
視
察
も
行
い
ま
し

た
。

　
委
員
か
ら
は「
各
施
設
の
維
持
管
理
、

基
幹
管
路
の
更
新
状
況
と
共
に
課
題
も
分

か
っ
た
。」「
豊
か
な
水
源
が
無
く
、工
業

用
水
を
提
供
出
来
な
い
課
題
が
あ
る
。」

「
浄
水
場
の
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

良
く
理
解
出
来
た
。」な
ど
の
意
見
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
今
夏
の
三
瓶
ダ
ム
は
記
録
的
な
渇
水
状

況
に
あ
り
、文
字
通
り「
命
の
水
」を
安
定

的
に
提
供
す
る
水
道
事
業
の
使
命
の
重
さ

を
実
感
し

た
視
察
で

も
あ
り
ま

し
た
。

 

今
後
も
、

水
道
料
金

の
コ
ス
ト

分
析
や
他

自
治
体
と

の
比
較
、

施
設
の
耐

震
化
や
老

朽
化
に
よ
る
影
響
、人
材
育
成
や
事
務
の

広
域
化
と
連
携
な
ど
継
続
的
に
調
査
を
行

う
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　事
務
調
査
と
は
、そ
の
委
員
会
が
所
管
す

る
事
務
を
自
主
的
に
調
査
し
、各
分
野
の
課

題
解
決
に
向
け
た
研
究
を
行
う
も
の
で
す
。

▲クリーンセンター内部を視察

▲三瓶浄水場

▲三瓶ダム

松村　信之委員長
まつ むら　　 のぶ ゆき

　
施
設
使
用
方
針
が
決
定
し
て
い
る
40
施

設
に
つ
い
て
は
公
表
し
、そ
の
目
的
を
示
し

て
ほ
し
い
。空
き
校
舎
利
用
に
つ
い
て
は
、

民
間
へ
譲
渡
す
る
場
合
の
基
準
を
明
確
に

し
て
ほ
し
い
。

組
織
定
員
の
適
正
化
、総
人
件
費
の
抑

制
で
は
、正
規
職
員
数
は
減
少
し
て
い
る

が
、再
任
用
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
及

び
嘱
託
職
員
数
は
微
増
で
あ
る
。人
口
の

減
少
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、今
後
の
適
正

な
職
員
数
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。適

正
な
人
事
配
置
に
つ
い
て
は
各
部

署
と
の
人
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
昨
年
6
月
、10

月
に
実
施
し
課
題
の
整
理
を
し
た
。中
途

退
職
者
の
増
や
再
任
用
制
度
に
合
わ
せ
た

働
き
方
改
革
で
あ
る
が
、そ
の
都
度
調
査

を
し
、65
歳
ま
で
働
け
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
た
い
。

公
用
車
総
保
有
台
数
に
つ
い
て
、今
後

も
削
減
に
努
め
て
ほ
し
い
。

削
減
の
方
向
で
検
討
す
る
。

市
長
と
語
ろ
う「
大
田
市
役
所
本
庁

舎
の
整
備
に
つ
い
て
」

　
市
民
の
参
加
人
数
は
延
べ
4
0
1
人
で

あ
り
、当
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、約

８
割
の
参
加
者
が
参
加
前
に
比
べ
興
味・関

心
を
持
た
れ
た
よ
う
で
あ
る
。し
か
し
参

加
者
が
少
な
い
と
い
う
現
実
も
あ
り
、本

庁
舎
の
整
備
に
つ
い
て
は
、こ
れ
か
ら
様
々

な
情
報
を
流
す
と
共
に
、市
民
の
皆
様
に

問答問答

は
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

・市
が
財
政
負
担
し
な
く
て
も
、民
間
の
活

力
の
も
と
建
設
し
て
は
ど
う
か
。

・若
い
人
の
参
加
が
少
な
い
。

・今
後
の
見
通
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
も
う
少

し
示
す
べ
き
で
あ
る
。

・決
し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、急
が
ず
に
じ
っ
く
り
進

め
て
ほ
し
い
。

サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
の
今
後
の
あ
り
方

　
既
に
建
物
調
査
が
終
了
し
、外
壁
及
び

一
部
内
装
の
下
塗
装
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使

用
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、飛
散
す
る
も
の
で

は
な
い
。調
査
結
果
を
整
理
し
秋
頃
を
目

途
に
市
と
し
て
の
方
針
を
出
す
。

・公
共
施
設
適
正
化
の
中
で
議
論
し
て
い
る

の
で
、ふ
れ
あ
い
会
館
と
セ
ッ
ト
で
考
え
て

方
針
を
出

す
べ
き
で

あ
る
。

・機
能
廃
止

後
の
後
利

用
も
含
め

早
急
に
市

と
し
て
の

方
針
を
出

す
べ
き
で

あ
る
。

意
見

問答問答

▲8月8日特別委員会
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明

意
見 意

見

　島根県町村議会議長会が主催の広報研修会
に広報広聴委員が参加しました。
　当日は、PRDESIGN　JAPAN株式会社　
代表取締役　佐久間智之氏の講演の後、参加自
治体の議会だよりのクリニックがあり、本市の市
議会だよりについてもアドバイスをいただきま
した。
　今回研修で学んだ内容を参考に、市民の皆さ
んが読みやすく、手に取ってもらえる市議会だ
よりを目指し、フォントや写真、内容など、広報
広聴委員会で検討を重ねていきたいと思いま
す。
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　島根県市議会議長会議員研修会は、県内の市
議会議員が一堂に会し、共通の課題に対して認識
を深めるために開催されています。今回の研修会
では、総務省統計局　統計利用推進研究官　長藤
洋明氏及び、跡見学園女子大学観光コミュニティ
学部准教授　篠原　靖氏による講演がありまし
た。証拠に基づく政策立案の意義、最近の動向や
取組、データを活用した政策立案等の事例等につ
いて、また、アフターコロナを見据えた観光によ
る関係人口の創出と地域ブランドの確立に向け
た取り組みについて学ぶことができた研修でし
た。
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　　広報研修会（松江市）



2022.10.20 （14）おおだ市議会だより

7/26
国道375号（大田・美郷間）
改良促進期成同盟会総会
主要地方道川本波多線
改修促進期成同盟会総会（議長）

8/12
瑞穂・高野インターアクセス新銀山街道
整備促進期成同盟会総会（議長）

9/1
第12回全国和牛能力共進会　
大田市出品者激励会（議長ほか）

山陰自動車道建設促進
島根県民総決起大会2022
（議長ほか）

9/23大田市戦没者追悼式（議長） 10/5
島根県市議会議長会　
秋季定期総会（正副議長）

写真で見る議会日誌写真で見る議会日誌

9/18
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　この度の市議会議員選挙に
あたり依然として人口減少に
歯止めがかからず、地域は疲弊
しています。今こそ街の活性化
を進め魅力ある市街地を形成
することで「子供たちに確かな
未来」を、そして市民が安心し
て暮らせ、みんなの笑顔が輝く
街づくりになると信じており
ます。いま駅周辺では槌音が響
き往時の賑わいを取り戻す工
事がいよいよ始まりました。

月森和弘副委員長
（大田町出身） 　前職の地域密着型の仕事をしている

時に、地域の恩人の方から、議員として
地域密着型の仕事をしてみないかと言
われたのがきっかけで、議員を目指しま
した。4年後の大田市は、新たなインフ
ラが整備され、今あるものをリノベー
ションしながら大いに盛り上がり活性
化している大田市です。

　市内後期高齢者7,400名23％
の視点を備えた高齢代弁議員と
して頑張ります。市民主権の二元
代表制の市政運営を起点とし、少
子高齢化、過疎と人口減への対応
は避けられません。物価高・医療
等の負担増の秋を迎えています。
また、コロナ禍で貧富の格差は拡
大しています。社会的に弱い立
場にある方々の思いや願い
を反映させるためにチェッ
ク機能や政策立案権を生か
して精進します。

清水　勝委員
（長久町出身）

　議員になる前の職場では、27
年間地域の方に支えられ仕事
をさせて頂きました。その経験
を活かし、議員として頑張って
みないかと支援組織から声を
掛けていただきお世話になっ
た方々に恩返しできればと決
意しました。
　4年後の大田市の未来像につ
いては、山陰道が東西に接続
し、物流が改善、交流人口、観光
客の増加に期待しています。

　議員になる前から自営業を営み、地域
のボランティア活動やまちづくり活動
を行なってきました。その活動の中で、
大田市を取り巻く現状やさまざまな課
題等が見えてきたのがきっかけで「大田
市のために議員になって課題等を解決
したい!」と思い議員を目指しました。
4年後も引き続き地域の皆様と力を合わ
せ「持続可能なまちおおだ」を目指して
がんばります。

　大学を卒業後、市内の牧
場に就職し大田にIターン。
かつての同僚や先輩方には
大変お世話になり、よい友
人たちにも恵まれました。
大田の皆さんへの恩返し
の気持ちも込めて市議会
へ立候補しました。4年後
も、戦争のない平和な世の
中を皆さんと一緒につく
りたいです。

インタビューコーナー
～民生委員会編～

石田洋治委員
（久手町出身）

亀谷優子委員
（大田町出身）

小川和也委員
（久手町出身）

森山幸太委員長
（朝山町出身）

　４月から新体制がスタートしました。議員全員が熱い想いを胸に市議会議員を志し、
市民の皆さまとともに大田市の発展に向けて取り組んでいきたいと考えています。
今回は、議員を目指した理由と、大田市の未来像について聞いてみました! 第2回目は
民生委員会です。

石田洋治

月森和弘

小川和也
亀谷優子

森山幸太 清水　勝

議員を目指した理由と
        ４年後の大田市の未来像は何ですか？

質問！
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改
選
前
に
引
き
続
き
、
広

報
広
聴
委
員
と
し
て
、
市
議

会
だ
よ
り
の
紙
面
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。先
般
、島
根
県
市
町
村
議

会
広
報
研
修
会
に
参
加
し
、

議
会
広
報
に
つ
い
て
、
講
師

よ
り
様
々
助
言
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。特
に
、「
広
報
の
目

的
は
、
情
報
を
正
し
く
届
け

る
手
段
」で
あ
り
、市
民
が
知

り
た
い
こ
と
に
対
し
て
、「
伝

わ
る
」
工
夫
を
す
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。文
字
の
書
体

に
つ
い
て
も
、
全
て
の
人
へ

配
慮
し
た
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
を

使
う
な
ど
、
市
民
の
知
り
た

い
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
ま

と
め
、
手
に
取
っ
て
い
た
だ

け
る
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。今
後
の「
市
議
会
だ
よ
り

お
お
だ
」
に
ご
注
目
く
だ
さ

い
。（
こ
の
編
集
後
記
の
本
文

は
Ｕ
Ｄ
新
丸
ゴ
シ
ッ
ク
体
を

使
用
し
て
い
ま
す
）

（
石
田
洋
治
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おでかけトーク開催します
大 田 市 議 会

　大田市議会では「まちづくり」をテーマにグループに分かれて意見交換する、「おでか
けトーク」を開催します。
　よりよい大田市になるよう、市民の皆さんと情報を共有していきたいと考えていま
す。お誘いあわせのうえ、ご都合のよい会場へご参加ください。お待ちしています。

人数の把握のため、お電話にて議会事務局まで
申し込みをお願いします。

大田市議会事務局
　　TEL0854-83-8137 

※申込〆切：10/28㈮

： 11/6㈰ 市民会館2階会議室
： 11/6㈰ 長久まちづくりセンター
： 11/13㈰ 仁万まちづくりセンター

各会場とも　時間:10:00～11:30　定員25名程度

テーマは「まちづくり」
大田会場大田会場

長久会場長久会場

仁摩会場仁摩会場
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